
さ
か
い
与
謝
野
晶
子

青
春
の
短
歌
大
会

第5回

海
こ
ひ
し
潮
の
遠
鳴
り
数
へ
つ
つ
少
女
と
な
り
し
父
母
の
家

主　　催 ：与謝野晶子倶楽部、堺歌人クラブ

共　　催 ：さかい利晶の杜

後　　援 ：大阪府、堺市、大阪府教育委員会、堺市教育委員会

特別協力 ：与謝野町、大阪府立泉陽高等学校、産経新聞社

協　　賛 ：センタラグランドホテル大阪

与謝野晶子のプロフィール

与謝野晶子 ［明治 11(1878) 年 12 月 7日 - 昭和 17(1942) 年 5月 29 日］

　堺市甲斐町の菓子商駿河屋二代目鳳宗七とつねの三女として生まれました。本

名は鳳（ほう）志よう（晶子）。幼少期から帳場の手伝いのかたわら源氏物語に親し

み、大阪府立泉陽高等学校の前身にあたる堺女学校を卒業後は、詩歌の世界にめざ

めました。新しい詩歌の旗手であった与謝野鉄幹（寛）と出逢い、「明星」を代表する

歌人として活躍し、第一歌集『みだれ髪』は石川啄木ら当時の文学青年たちに多大

の影響を与えました。その後も「君死にたまふことなかれ」や多くの秀歌を発表し、

「日本女詩人の第一人」として時代の頂点を極める存在になりました。

　晶子は『春泥集』『夏より秋へ』などの詩歌集だけにとどまらず、小説集、童話集、

評論集、歌論書のほかに『新新訳源氏物語』『新訳紫式部日記・新訳和泉式部日記』

などの古典の現代語訳を刊行し、さらにヨーロッパから帰国後は、女性の自立と地

位の向上をめざした評論活動、教育活動にも大きな功績を残しました。明治、大正、

昭和という激動の時代にあって、すぐれた「先見性」と「国際性」をもって「表現者」

として真摯に生きた晶子のメッセージには、21世紀を生きる私たちにも勇気と感

動を与えるものがあります。

与謝野晶子第2歌集『小扇』表紙
堺市博物館蔵

DIC132



２ １

蕪村・礼厳・鉄幹・晶子…
　まちの文化が香りたつ、短歌と俳句の資料館 与謝野町立江山文庫

■ 開 館 時 間
午前９時～午後５時（入館は４時半まで）

■ 休　館　日
　　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
　　年末年始（12／29～１／３）

■ 入　館　料
　　小･中学生１００円　一般２００円
　　団体(８名以上)は５０円引き
歌会などに使える研修室もございます。

【企画展のお問合せ、団体見学のお申込はこちらへ】
〒629-2421 京都府与謝郡与謝野町字金屋１６８２
TEL ０７７２－４３－２１８０ 　FAX 同じ

URL　http://www.kozan-bunko.sakura.ne.jp/

与謝野町は令和8年3月1日に町制施行20周年を迎えます

大正期の晶子（文化学院蔵）

　
潮
の
遠
鳴
り
が
聞
こ
え
ま
す
か

　

第
五
回
目
と
な
っ
た
今
回
の
「
さ
か
い
与
謝
野
晶
子
青
春
の
短
歌
大

会
」
で
は
、
一
万
四
千
首
を
こ
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
皆
さ
ん
と
お
な
じ
年
頃
の
晶
子
は
、
潮
の
遠
鳴
り
を
聞
き
な

が
ら
、『
源
氏
物
語
』
を
愛
読
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
選
歌
集
に
は
、
晶
子
が
「
潮
の
遠
鳴
り
数
へ
つ
つ
少
女
と
な
り
し
」

と
う
た
っ
た
よ
う
に
、
多
感
な
青
春
の
心
の
と
き
め
き
が
み
ご
と
に
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
、
い
つ
ど
こ
に
い
て
も
「
潮
の

遠
鳴
り
」
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
感
性
を
持
ち
つ
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
も
選
者
の
今
野
寿
美
様
、
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
小
西
美
根
子
様
、

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
常
任
委
員
の
勺
禰
子
様
に
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
共
催
、
後
援
、
特
別
協
力
、
協
賛
の
関
係
各
位
に
も
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
会
長　

太
田　

登

　
短
歌
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん
で

　

こ
の
「
さ
か
い
与
謝
野
晶
子
青
春
の
短
歌
大
会
」
も
早
や
第
五
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
知
ら
れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
な
り
、
今
回
も

各
地
の
高
校
か
ら
、
過
去
最
多
の
一
万
四
千
九
百
六
十
六
首
も
の
短
歌

が
集
ま
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
校
挙
げ
て
の
投
稿
も
あ
り
ま
し
た
。
教
室
で
た
ぶ
ん
初
め
て
の
短
歌

作
り
を
、
最
初
は
ち
ょ
っ
と
拒
否
反
応
を
示
し
な
が
ら
も
、
あ
れ
こ
れ

言
葉
を
探
し
な
が
ら
、
友
達
の
歌
を
覗
き
込
み
な
が
ら
、
指
折
り
数
え
て

一
首
に
作
り
上
げ
た
様
子
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
す
。
た
ぶ
ん
そ
れ
は

新
鮮
で
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
五
七
五
七
七

の
定
型
に
載
せ
る
心
地
良
さ
を
味
わ
っ
て
下
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
て
、
多
様
な
高
校
生
の
日
々
の

生
活
や
心
の
あ
り
よ
う
が
生
き
生
き
と
詠
ま
れ
て
お
り
、
選
者
も
元
気

を
い
た
だ
く
思
い
で
し
た
。

　

今
、
空
前
の
短
歌
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
、
短
歌
を
作
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
の
投
稿
を
契
機
に
た
く
さ
ん
作
り
続
け
、
千
三
百
年

続
く
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

堺
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長　

小
西
美
根
子

第
５
回
さ
か
い
与
謝
野
晶
子 

青
春
の
短
歌
大
会

	
	

次　

第

令
和
七
年
一
月
二
十
五
日
（
土
）
於　

さ
か
い
利
晶
の
杜

	

表
彰
式	

十
三
時
三
十
分	

一
階
茶
室

	

と
選
評
会　
　

〜
十
四
時
五
十
分	

	

講
演
会	

十
五
時
十
分
～
十
六
時
十
分	

一
階
茶
室

	
	

テ
ー
マ
：
晶
子
を
支
え
た
森
鷗
外

	
	

講　

師
：
今
野
寿
美

第 5 回　さかい与謝野晶子 青春の短歌大会開催に際して
　この度「第 5 回さかい与謝野晶子 青春の短歌大会」が無事開催の運びとなり、開催に際
しご尽力賜りました関係者の皆様に、心から御礼申し上げます。また、今回 14,966 首もの
作品が日本全国から晶子のふるさと・堺の地に寄せられましたこと、大変嬉しく感じており
ます。短歌を通して、青春の 1 ページを見事に表現された皆様の豊かな才能と感性に大きく
期待するとともに、今後の更なるご活躍を心からお祈り申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。

さかい利晶の杜　館長　丹下　嗣朗
与謝野晶子の表現世界とその生き方に触れる

さかい利晶の杜 与謝野晶子記念館
『みだれ髪』にはじまる多くの詩歌集を出版し、また『源氏物語』の現代語訳や、社
会問題、教育問題にかかわる評論活動まで行い、明治・大正・昭和という激動の時代
にあって、常に新しい世界に挑戦し、表現し続けた晶子の姿を紹介する文学館です。

〒590-0958　大阪府堺市堺区宿院町西 2丁 1番 1号    TEL　072-260-4386
https://www.sakai-rishonomori.com
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選評

選評選評選評

今こ
ん

野の

　
寿す

み美
氏

泉陽高校にある「君死に
たまふことなかれ」の詩碑

全
国
を
展
望
す
る
恒
久
的
な
与
謝
野
晶
子
顕
彰
事
業
と
し
て
、

第
１
回
「
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
」
は
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
を

実
行
委
員
長
と
し
平
成
7
年
に
堺
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
15
年
の
9
回
か
ら
は
、
産
経
新
聞
社
主
催
で
開
催

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

産
経
新
聞
社
主
催
で
の
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
が
第
24
回
を
も
っ
て
休
止
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
と
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
が
堺
市
と
連
携
し
、
令
和
の
新

時
代
に
与
謝
野
晶
子
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
青
春
の
短
歌
に
焦
点
を
あ
て
、

新
た
に
「
第
1
回　
さ
か
い
与
謝
野
晶
子　
青
春
の
短
歌
大
会
」
を
開
催
し
、
本
年

度
第
５
回
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、
産
経
新
聞
社
と
与
謝
野
晶
子
の
出

身
校
で
あ
る
大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
に
は
継
続
し
て
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
よ
り
、
晶
子
の
夫
寛
（
鉄
幹
）
の
実
父
与
謝
野
礼
厳
の
生
誕
の
地
で
あ
る
与

謝
野
町
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
賞

最
悪
も
最
愛
す
ら
も
あ
り
ふ
れ
て

た
っ
た
ひ
と
つ
が
い
つ
も
た
く
さ
ん

レ
ン
ズ
に
は
こ
の
雰
囲
気
は
映
せ
な
い

知
っ
て
い
な
が
ら
カ
シ
ャ
と
な
ら
し
た

ラ
ジ
オ
か
ら
花
火
し
ら
せ
る
楽
し
げ
に

七
十
九
年
後
八
月
十
五
日

キ
ャ
ン
バ
ス
に
小
さ
な
雲
を
描
き
足
し
た

青
す
ぎ
る
空
に
溺
れ
な
い
よ
う

大
阪
府
立
住
吉
高
等
学
校
　
中
川
　
友
葉

山
形
県
立
山
形
西
高
等
学
校
　
渡
邉
　
奏
音

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
森
岡
　
千
尋

現
実
に
冷
め
た
目
を
向
け
て
い
ま
す
。
言
葉
の
軽
さ
、

表
現
の
曖
昧
さ
を
疑
っ
て
も
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
意
識

の
高
さ
で
も
あ
る
。
知
性
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
に
楽
し
い
雰
囲
気
で
あ
る
こ
と
を
巧
み
に
語
っ
て
い

ま
す
。
「
知
っ
て
い
な
が
ら
」
の
わ
き
ま
え
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
に

託
し
た
結
び
。
万
全
で
す
。

七
十
九
年
前
の
こ
の
日
に
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
た
放
送
を
忘
れ
て

て
い
い
の
？　

と
い
う
率
直
な
問
い
か
け
が
真
摯
な
強
さ
で
迫
り

ま
す
。
感
心
し
ま
し
た
。

油
絵
を
描
き
な
が
ら
背
景
の
空
が
あ
ま
り
に
青
す
ぎ
て
不
安
に

な
っ
た
。
で
き
す
ぎ
の
現
実
に
は
危
う
さ
を
覚
え
て
し
ま
う
も
の
。

下
の
句
、
格
好
の
支
え
で
す
。

目
　
　
次

短
歌
賞
ヒ
ス
ト
リ
ー

選
者
紹
介

選
考
経
過

主
催
者
挨
拶
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
1

第
５
回
さ
か
い
与
謝
野
晶
子 

青
春
の
短
歌
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
式
と
選
評
会
・
講
演
会
次
第
・
・
・
・
・
・
・
2

さ
か
い
利
晶
の
杜
（
共
催
者
）、
与
謝
野
町
・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
2

目
次
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

短
歌
賞
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

選
者
紹
介
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

選
考
経
過
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
3

入
賞
作
品
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
4
〜
6

最
優
秀
校
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
6

入
選
作
品
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
7
～
10

1
9
5
2
年
東
京
都
生
ま
れ
。
歌
誌
「
り
と
む
」

編
集
人
。
宮
中
歌
会
始
選
者
。
昭
和
54
年
に「
午
後
の
章
」

で
第
25
回
角
川
短
歌
賞
受
賞
。
平
成
元
年
に
『
世
紀
末

の
桃
』
で
第
13
回
現
代
短
歌
女
流
賞
、
22
年
に
『
か

へ
り
水
』
に
よ
り
第
37
回
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
賞
ほ
か
。

歌
集
に
『
若
夏
記
』『
龍
笛
』『
さ
く
ら
の
ゆ
ゑ
』
な
ど
。

『
24
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
む
与
謝
野
晶
子
』『
み
だ
れ
髪 

訳
注
』『
歌
こ
と
ば
1
0
0
』『
森
鷗
外

－

短
歌
と
い
う

詩
型
に
生
涯
愛
情
を
持
ち
続
け
た
文
豪
』
な
ど
、
与
謝
野

晶
子
、「
明
星
」
を
め
ぐ
る
著
書
が
あ
る
。

令
和
６
年
度
の
「
第
５
回 

さ
か
い
与
謝
野
晶
子 

青
春
の
短
歌
大
会
」
で
は
、
高
校
生

を
対
象
に
短
歌
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
募
集
は
、
6
月
３
日
か
ら
９
月
９
日
の
期
間

で
実
施
し
、
全
国
の
高
校
62
校
、
９
，０
０
３
名
か
ら
１
４
，９
６
６
首
の
ご
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
北
は
秋
田
県
か
ら
南
は
鹿
児
島
県
ま
で
全
国
の
高
校
生
か
ら
た
く
さ

ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
単
位
の
団
体
応
募
は
59
校
で
、
最
多
の
投
稿

を
い
た
だ
い
た
高
校
は
、
1
，５
５
４
首
で
し
た
。

選
考
に
つ
い
て
は
、
1
次
選
考
を
堺
歌
人
ク
ラ
ブ
で
行
っ
た
上
で
、
今
野
寿
美
氏

に
最
終
選
考
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
上
位
10
首
並
び
に
選
者
賞
を
入
賞
と
し
選
評
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
62
首
の
入
選
歌
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
複
数

の
入
賞
や
入
選
を
果
た
し
た
学
校
か
ら
最
優
秀
校
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

【
総
評
】

友
人
ど
う
し
の
に
ぎ
や
か
な
活
動
や
語
ら
い
の
日
々
を
楽
し
げ
に
伝
え
る
一
方
、

現
実
や
社
会
に
冷
静
な
目
を
向
け
て
、
自
分
な
り
の
思
索
を
広
げ
て
い
る
作
品
も

多
く
、
そ
れ
が
全
体
の
読
み
応
え
に
つ
な
が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
な
か
な
か
に

頼
も
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
度
は
一
万
作
以
上
の
中
か
ら
大
賞
を
受
賞
出
来
た
こ

と
を
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
の
歌
は
高
校
生
活
の
中
で

感
じ
た
思
い
を
込
め
た
歌
で
す
。
こ
の
歌
が
誰
か
の
心
に

残
っ
て
貰
え
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
改
め
ま

し
て
、
大
賞
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
上
田
　
朱
雀

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
賞

堺
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

さ
か
い
利
晶
の
杜
賞
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選評選評選評

神奈川県立光陵高等学校

選評 堺

市

長

賞

絵
文
字
く
ら
い
表
情
豊
か
に
な
れ
た
な
ら
世
界
は
変
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

学
習
院
女
子
高
等
科
　
千
代
　
は
る
か

同
世
代
と
の
意
思
の
疎
通
に
絵
文
字
の
効
用
は
ば
っ
ち
り
。
多
用
す
る

う
ち
対
比
的
に
自
分
に
つ
い
て
思
う
。
省
み
る
心
の
ス
ケ
ー
ル
も
大
き

い
歌
で
す
。

選評

抜
き
ん
出
た
個
性
を
目
ざ
し
た
い
年
頃
で
す
よ
ね
。
で
も
、
翻
っ
て
仲
間

意
識
の
大
切
さ
に
思
い
が
ゆ
く
。
明
晰
で
、
ち
ら
り
と
見
せ
る
可
愛
さ
も
貴

重
で
す
。

与
謝
野
町
長
賞

か
ぶ
ら
な
い
唯
一
無
二
で
い
た
い
け
ど
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
も
悪
く
は
な
い
な

関
西
大
倉
高
等
学
校
　
中
野
　
蒼

選評 大
阪
府
知
事
賞

負
け
て
ま
た
こ
こ
に
来
よ
う
と
思
う
な
ら
今
は
拾
わ
ぬ
足
元
の
土

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
　
山
本
　
晃
大

勝
ち
抜
い
て
き
て
こ
そ
甲
子
園
出
場
。
無
念
か
ら
土
を
掬
う
の
は
わ
か
る

け
ど
を
期
す
る
な
ら
と
強
気
の
発
言
。
よ
く
整
っ
て
印
象
も
さ
わ
や
か
。

選評

鋭
く
て
大
掛
か
り
な
音
に
聞
こ
え
ま
す
ね
。
初
め
て
の
大
会
だ
と
脅
威
を

感
じ
た
り
武
者
震
い
し
た
り
。「
少
し
」
を
添
え
た
こ
と
で
現
実
味
も
い
よ

い
よ
。

産
経
新
聞
社
賞

陸
上
の
ス
パ
イ
ク
の
ピ
ン
の
音
聞
こ
え
夏
の
大
会
少
し
震
え
た

三
重
県
立
明
野
高
等
学
校
　
大
屋
英
実
里
　
メ
イ

選
者
賞

最
優
秀
校
賞

ゆ
っ
く
り
と
首
ふ
る
白
い
扇
風
機
僕
の
ほ
う
だ
け
見
て
い
て
ほ
し
い

雨
上
が
り
改
札
の
な
い
駅
の
中
て
ん
と
う
虫
の
隣
に
座
る

今
日
よ
り
も
明
日
の
私
は
遠
い
か
ら
星
の
速
さ
で
追
い
か
け
て
き
て

大
谷
高
等
学
校
　
岡
田
　
晴

関
西
大
倉
高
等
学
校
　
酒
井
　
望
睦

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
坂
本
　
桃
花

一
首
の
構
造
に
注
目
し
ま
し
た
。
上
の
句
は
首
を
巡
ら
せ
る
扇
風
機

の
描
写
で
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
君
は
僕
の
ほ
う
だ
け
を
と
下
の

句
の
恋
心
の
表
明
に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
和
歌
の
序
詞
の
手
法
の
応

用
の
よ
う
で
、
手
慣
れ
て
な
い
と
こ
う
は
詠
め
な
い
。
訴
え
の
一
途
さ

も
含
め
、
惹
き
つ
け
る
歌
で
し
た
。

場
面
に
語
ら
せ
て
魅
力
あ
る
歌
で
す
。
察
す
る
に
ロ
ー
カ
ル
線
の
ご
く
小

さ
い
駅
で
、
改
札
す
ら
な
い
。
少
し
前
ま
で
の
雨
で
閑
散
と
、
人
の
姿
も
な

い
。
ぽ
つ
ん
と
あ
る
ベ
ン
チ
に
は
思
い
が
け
ず
先
客
の
て
ん
と
う
虫
。
て
ん

と
う
虫
と
し
ば
し
鄙
び
た
時
間
を
共
有
す
る
不
思
議
な
充
足
感
。
個
性
的
な

味
わ
い
で
す
。

離
れ
な
い
で
、
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
ほ
し
い
と
い
う
素
直
な
恋
心
の
歌
。

天
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
押
し
出
し
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
語
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
遥
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
し
か
し
た

ら
届
か
な
い
想
い
の
切
実
な
訴
え
で
し
ょ
う
か
。
上
の
句
に
は
そ
ん
な
可
憐

さ
が
匂
い
ま
す
。

選評 堺
市
教
育
長
賞

夏
の
日
は
汗
で
思
い
出
乱
反
射
映
し
出
さ
れ
る
友
と
の
時
間

大
阪
府
立
今
宮
工
科
高
等
学
校
　
中
邨
　
翔

中
高
時
代
は
何
と
い
っ
て
も
友
人
達
と
過
ご
す
時
間
が
最
大
の
喜
び
で
す

ね
。
特
に
夏
休
み
。
第
二
句
、
第
三
句
の
表
現
が
溌
剌
と
し
た
気
分
に
ぴ
っ

た
り
。

選評

自
由
に
も
際
限
が
あ
る
と
わ
き
ま
え
て
い
る
あ
た
り
、
し
っ
か
り
者
。
世

間
の
し
が
ら
み
に
悩
む
こ
と
は
な
さ
そ
う
で
す
が
、
こ
の
反
発
も
今
は
大
切

で
す
ね
。

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
賞

自
由
に
も
際
限
あ
る
の
は
分
か
る
け
ど「
大
人
の
事
情
」は
ま
だ
知
り
た
く
な
い

山
形
県
立
山
形
西
高
等
学
校
　
宮
野
　
愛
弓

神
奈
川
県
立

光
陵
高
等
学
校

（
神
奈
川
県
）

【
大
賞
】

最
悪
も
最
愛
す
ら
も
あ
り
ふ
れ
て
た
っ
た
ひ
と
つ
が
い
つ
も
た
く
さ
ん	

上
田
　
朱
雀

【
さ
か
い
利
晶
の
杜
賞
】

キ
ャ
ン
バ
ス
に
小
さ
な
雲
を
描
き
足
し
た
青
す
ぎ
る
空
に
溺
れ
な
い
よ
う	

森
岡
　
千
尋

【
選
者
賞
】

今
日
よ
り
も
明
日
の
私
は
遠
い
か
ら
星
の
速
さ
で
追
い
か
け
て
き
て	

坂
本
　
桃
花

【
入
選
】

無
駄
じ
ゃ
な
い
授
業
は
聞
い
て
い
な
く
て
も
僕
ら
は
青
を
学
ん
で
い
ま
す	

樫
下
　
小
春

あ
り
が
と
が
ご
め
ん
ね
に
な
る
距
離
感
の
こ
れ
は
直じ
か
び火
で
燃
や
せ
な
い
恋	

池
野
　
弘
葉

朝
六
時
栞
頼
り
に
今
日
を
開
く
自
分
ら
し
さ
を
探
し
求
め
て	

太
田
　
実
来

ア
ラ
ー
ム
が
朝
だ
と
告
げ
る
そ
の
前
に
お
は
よ
う
今
日
も
生
き
急
い
で
る	

照
田
　
佳
苗

教
室
に
置
い
て
い
こ
う
か
重
た
く
て
い
つ
か
蒸
発
す
る
は
ず
の
恋	

山
本
　
未
生

オ
レ
ン
ジ
を
切
り
分
け
る
よ
う
に
解
い
て
い
く
問
題
集
の
酸
っ
ぱ
い
匂
い	

佐
野
　
晃
太
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毎
日
の
振
り
子
の
よ
う
な
生
活
に
我
は
た
だ
思
う
こ
と
し
か
で
き
ず

北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
　
迫
田
　
隼
人

あ
と
五
分
期
末
試
験
が
終
わ
る
ま
で
僕
た
ち
の
夏
が
始
ま
る
ま
で

帝
塚
山
高
等
学
校
　
山
本
　
芽
依

想
い
人
近
く
に
い
た
り
離
れ
た
り
ま
る
で
海
の
波
打
ち
の
よ
う

長
野
県
白
馬
高
等
学
校
　
清
水
　
友
萌
美

夕
暮
れ
が
君
と
私
を
染
め
て
い
く
火
照
る
私
を
ご
ま
か
す
よ
う
に

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校
　
野
田
　
純
鈴

風
に
乗
る
季
節
外は
ず

れ
の
雪
の
よ
う
に
私
も
空
を
舞
っ
て
み
よ
う
か

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校
　
髙
野
　
歩
佳

友
達
と
一
緒
に
帰
る
三
十
分
体
感
五
分
で
「
ん
じ
ゃ
ま
た
明
日
」

大
阪
府
立
金
岡
高
等
学
校
　
西
野
　
七
海

陽
の
光
覗
く
窓
か
ら
目
を
そ
む
け
夢
と
現
実
ど
ち
ら
で
起
き
た
か

大
阪
府
立
金
岡
高
等
学
校
　
山
本
　
祈
久
斗

上
ば
き
の
名
前
薄
れ
て
い
く
よ
う
に
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
近
づ
い
て
い
く

大
阪
府
立
金
岡
高
等
学
校
　
尾
田
　
日
咲

心
地
よ
い
祭
り
の
後
の
静
け
さ
や
一
人
じ
ゃ
な
い
と
虫
が
鳴
い
て
る

大
阪
府
立
淀
商
業
高
等
学
校
　
森
野
　
蒼
太
郎

夏
が
来
る
マ
ス
ク
の
中
は
熱
帯
夜
外
す
機
会
は
と
う
に
失
く
し
た

初
芝
富
田
林
高
等
学
校
　
沖
田
　
真
幸

窓
辺
に
て
読
書
し
な
が
ら
う
と
う
と
と
光
合
成
の
練
習
も
す
る

初
芝
富
田
林
高
等
学
校
　
高
木
　
陽
奈

お
父
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い
が
言
え
て
た
ら
今
頃
仲
良
く
出
か
け
た
だ
ろ
う
な

初
芝
富
田
林
高
等
学
校
　
松
浦
　
心
優

青
空
を
見
て
る
ふ
り
し
て
君
の
こ
と「
難
し
い
な
」と
解
い
て
み
る
け
ど

初
芝
富
田
林
高
等
学
校
　
松
本
　
樹
奈

海
風
に
逆
ら
う
と
ん
ぼ
ズ
ー
ム
し
て
忘
れ
た
く
な
い
今
日
の
お
も
い
で

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
　
西
岡
　
史
織

ア
イ
ス
テ
ィ
ー
の
最
後
の
氷
と
け
切
っ
て
高
二
の
夏
が
終
わ
っ
て
い
く
よ

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
　
野
村
　
有
希

く
も
り
だ
が
上
は
い
つ
で
も
晴
れ
て
い
る
そ
ん
な
心
で
生
き
て
い
き
た
い

大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
　
橘
　
晃
太
朗

年
に
一
度
し
か
会
え
な
い
な
ん
て
ベ
ガ
と
ア
ル
タ
イ
ル
に
な
っ
た
覚
え
は
な
い
よ

広
島
県
立
呉
商
業
高
等
学
校
　
岡
澤
　
優
衣

つ
ら
く
て
も
涙
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
い
た
ら「
泣
い
て
も
い
い
よ
」母
の
目
赤
き

大
阪
朝
鮮
中
高
級
学
校
　
高
級
部
　
金
　
瑞
那

君
の
恋
不
幸
を
願
う
僕
は
も
う
幸
せ
に
す
る
資
格
も
な
い
な

東
邦
大
学
付
属
東
邦
高
等
学
校
　
澤
田
　
紗
愛

え
、分
か
ら
ん
ア
カ
ン
終
わ
ら
ん
勘
、当
た
ら
ん
見
る
も
無
惨
な
解
答
の
欄

東
邦
大
学
付
属
東
邦
高
等
学
校
　
金
山
　
灯

が
な
も
が
な
て
し
が
て
し
が
な
ば
や
な
む
そ
唱
え
ま
せ
ん
か
終
助
詞
の
呪
文

大
阪
府
立
住
吉
高
等
学
校
　
坂
元
　
菜
友

新
聞
に
「
二は

た

ち
十
歳
か
ら
四し
じ
ゅ
う十
ま
で
青
春
」
思
っ
て
た
ん
と
違
う
ん
や
け
ど

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
　
内
田
　
芳
佳

夕
闇
に
沈
む
愛
宕
を
仰
ぎ
見
て
車
窓
の
向
こ
う
の
自
分
と
目
が
合
う

京
都
府
立
嵯
峨
野
高
等
学
校
　
富
永
　
湊
大

考
え
る
私
と
５
分
で
詠
む
君
は
正
反
対
だ
が
出
来
は
似
て
い
る

須
磨
学
園
高
等
学
校
　
今
村
　
未
悠

ペ
ー
ジ
数
多
か
っ
た
は
ず
一さ
ん
ね
ん
か
ん

０
九
六
頁
し
お
り
挟
ん
で
と
め
て
お
き
た
い

大
阪
府
立
泉
北
高
等
学
校
　
藤
井
　
実
々

去
年
ま
で
祖
母
か
ら
聞
い
た
「
お
か
え
り
」
は
私
が
言
う
番
盆
花
飾
る

松
商
学
園
高
等
学
校
　
伊
藤
　
沙
帆

入
選
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夏
の
締
め
初
め
て
釣
っ
た
ア
オ
リ
イ
カ
帰
り
道
に
は
大
き
な
満
月

堺
市
立
堺
高
等
学
校
　
青
木
　
和
大

タ
ー
タ
ン
の
熱
さ
全
て
を
受
け
止
め
て
こ
の
一
本
に
全
て
を
か
け
る

大
阪
府
立
鳳
高
等
学
校
　
綾
織
　
宝
輝

無
駄
じ
ゃ
な
い
授
業
は
聞
い
て
い
な
く
て
も
僕
ら
は
青
を
学
ん
で
い
ま
す

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
樫
下
　
小
春

あ
り
が
と
が
ご
め
ん
ね
に
な
る
距
離
感
の
こ
れ
は
直じ
か
び火
で
燃
や
せ
な
い
恋

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
池
野
　
弘
葉

朝
六
時
栞
頼
り
に
今
日
を
開
く
自
分
ら
し
さ
を
探
し
求
め
て

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
太
田
　
実
来

ア
ラ
ー
ム
が
朝
だ
と
告
げ
る
そ
の
前
に
お
は
よ
う
今
日
も
生
き
急
い
で
る

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
照
田
　
佳
苗

教
室
に
置
い
て
い
こ
う
か
重
た
く
て
い
つ
か
蒸
発
す
る
は
ず
の
恋

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
山
本
　
未
生

オ
レ
ン
ジ
を
切
り
分
け
る
よ
う
に
解
い
て
い
く
問
題
集
の
酸
っ
ぱ
い
匂
い

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
　
佐
野
　
晃
太

永
遠
に
こ
の
時
で
い
い
そ
う
願
い
気
が
つ
け
ば
も
う
選
挙
権
あ
り

大
阪
府
立
水
都
国
際
高
等
学
校
　
井
村
　
笑
咲

海
に
行
く「
ど
の
海
が
好
き
？
」ひ
と
つ
だ
よ
海
は
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
だ
よ

大
阪
府
立
東
住
吉
総
合
高
等
学
校
　
河
合
　
聖
愛

良い

い
も
の
に
し
た
い
か
ら
こ
そ
激
怒
し
た
あ
な
た
は
メ
ロ
ス
駆
け
抜
け
て
行
け

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
大
北
　
千
織

電
車
か
ら
ふ
と
眺
め
見
る
夜
の
街
光
の
数
ほ
ど
人
生
が
あ
る

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
中
　
圭
太
コ
サ
シ

「
ま
た
明あ
し
た日
」
去
り
行
く
君
は
後
ろ
見
ず
私
は
何
度
も
振
り
返
る
の
に

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
古
井
　
万
葉

同
じ
も
の
？
幼
い
頃
に
見
た
映
画
大
人
に
な
る
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
か

大
阪
府
立
い
ち
り
つ
高
等
学
校
　
髙
松
　
莉
子

焦
燥
感
お
前
は
い
つ
も
そ
こ
に
い
た
明
日
を
思
う
す
ぐ
そ
こ
に
い
た

大
阪
府
立
狭
山
高
等
学
校
　
岩
本
　
星
桜

い
つ
も
よ
り
小
さ
な
声
で
話
そ
う
か
暗
闇
に
咲
く
線
香
花
火

大
阪
府
立
狭
山
高
等
学
校
　
岡
田
　
実
優

教
科
書
を
ず
ら
し
て
隠
し
た
落
書
き
は
思
い
出
と
共
に
た
た
ま
れ
て
い
る

初
芝
立
命
館
高
等
学
校
　
古
家
　
寛
子

青
春
っ
て
何
だ
ろ
う
ね
と
君
に
問
う
君
は
笑
っ
て
「
今
」
と
答
え
る

東
京
都
立
町
田
高
等
学
校
　
勝
田
　
そ
ら

テ
ニ
ス
部
で
仲
間
と
共
に
練
習
し
日
々
強
く
な
り
下
剋
上
す
る

東
京
都
立
町
田
高
等
学
校
　
植
田
　
俊
太
郎

紫
陽
花
の
隙
間
か
ら
見
る
君
の
目
は
紫
よ
り
も
神
秘
的
で
あ
る

サ
レ
ジ
ア
ン
国
際
学
園
高
等
学
校
　
小
林
　
花

ビ
ー
玉
に
透
か
し
て
見
え
た
世
界
に
は
見
え
ぬ
正
解
あ
る
気
が
し
て
る

サ
レ
ジ
ア
ン
国
際
学
園
高
等
学
校
　
名
倉
　
舞

世
界
史
で
習
う
長
い
カ
タ
カ
ナ
名
魔
法
学
校
の
呪
文
み
た
い
だ

サ
レ
ジ
ア
ン
国
際
学
園
高
等
学
校
　
菅
　
志
織

台
風
の
目
に
住
む
君
は
言
葉
す
ら
気
に
せ
ず
先
に
進
む
の
だ
ろ
う

星
野
高
等
学
校
　
長
谷
部
　
澄
香

小
説
の
主
人
公
の
歳
追
い
抜
い
た
私
は
何
か
変
わ
り
ま
し
た
か

星
野
高
等
学
校
　
倉
持
　
美
香

一
番
の
心
を
満
た
す
と
き
こ
そ
は
一
冊
ノ
ー
ト
が
く
た
び
れ
た
と
き

大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校
　
印
幡
　
侑
那

三
味
線
の
儚
い
音
は
土
地
へ
の
愛
下
駄
が
鳴
り
響
く
郡
上
八
幡

大
阪
府
立
千
里
高
等
学
校
　
上
野
　
桜
和

久
々
に
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
り
揺
れ
て
み
た
揺
れ
て
い
た
の
は
僕
ら
の
こ
こ
ろ

関
西
大
倉
高
等
学
校
　
鳥
養
　
総

部
屋
の
中
で
外
と
の
繋
が
り
絶
っ
て
み
て
一
人
で
楽
し
む
日
が
あ
っ
て
も
い
い

関
西
大
倉
高
等
学
校
　
𠮷
本
　
楓

衣
替
え
は
だ
で
感
じ
る
夏
の
風
躍
り
は
じ
め
る
私
の
心

明
浄
学
院
高
等
学
校
　
河
合
　
倖
佑

じ
り
じ
り
と
葉
を
枯
ら
す
よ
う
な
猛
暑
で
も
朝
が
来
た
れ
ば
蕾
は
ひ
ら
く

羽
衣
学
園
高
等
学
校
　
中
山
　
め
い

酒
入は
い

り
い
つ
に
も
増
し
て
話
す
父
気
づ
け
私
の
眠
気
の
限
界

羽
衣
学
園
高
等
学
校
　
小
林
　
愛
琉

寂
し
さ
を
恐
れ
る
心
皆
が
持
つ
も
の
だ
と
知
っ
て
寂
し
さ
消
え
る

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
　
芳
田
　
悠
人

思
い
出
す
透
明
だ
っ
た
あ
の
と
き
を
ど
ん
な
こ
と
に
も
必
死
に
な
っ
て

大
阪
府
立
堺
東
高
等
学
校
　
門
口
　
浩
斗

汗
に
じ
む
選
手
か
ら
受
け
取
る
あ
か
ビ
ブ
ス
蝉
も
息
を
殺
す
引
退
試
合

鹿
児
島
第
一
高
等
学
校
　
西
丸
　
知
伺

思
い
出
と
か
特
に
呼
ぶ
も
の
も
な
い
け
れ
ど
夏
が
過
ぎ
る
と
少
し
寂
し
い

大
阪
府
立
交
野
高
等
学
校
　
金
杉
　
海
澄

友
達
に
元
気
な
お
は
よ
う
言
う
た
め
に
今
日
も
学
校
行
こ
う
と
思
う

清
風
南
海
高
等
学
校
　
谷
川
　
ゆ
か
り


